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(54)【発明の名称】 液晶ディスプレイセルのための駆動回路

(57)【要約】
液晶ディスプレイ内の画素（４３）のアレイ（４１）に
おいて用いるための駆動回路は、１組の画像データを表
示する一方、第２の組の画像データを受取る。第１の選
択信号（Ｒ＿１，Ａ）に応答する第１の選択スイッチト
ランジスタ（Ｓ１）は、第１の画像の第１の保持容量（
Ｃ１）への結合を制御する。第２の選択信号（Ｒ＿１，
Ｂ）に応答する第２の選択スイッチトランジスタ（Ｓ２
）は、第２の画像の第２の保持容量（Ｃ２）への結合を
制御する。第１の保持容量（Ｃ１）は、第１のイネーブ
ル信号（ＥＮ＿１，１）に応答する第１のイネーブルス
イッチトランジスタ（Ｅ１）によって、出力ノード（Ｐ
ＸＬ）に選択的に結合される。第２の保持容量（Ｃ２）
は、第２のイネーブル信号（ＥＮ＿２，１）に応答する
第２のイネーブルスイッチトランジスタ（Ｅ２）によっ
て、同じ出力ノード（ＰＸＬ）に選択的に結合される。
スイッチトランジスタの適切な操作により、１つの保持
容量は出力ノードに結合される一方、他方の保持容量は
出力ノードから分離され、新しい画像データを受取る。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  液晶ディスプレイに用いるための駆動回路であって、前記駆

動回路は前記液晶ディスプレイに画素に規定された領域で結合され、前記画素は

ピクセルキャパシタンスを有し、前記駆動回路は、

  複数の選択スイッチング手段を含み、各前記選択スイッチング手段は独自の選

択信号に独立して応答し、各選択スイッチング手段は、第１の入力ノードおよび

第２の出力ノードを有し、各前記スイッチング手段は、その独自の選択信号に応

答してその第１の入力ノードをその第１の出力ノードに選択的に結合することが

可能であり、さらに

  複数のイネーブルスイッチング手段を含み、各前記イネーブルスイッチング手

段は、前記選択スイッチング手段の独自の１つと１対１の対を形成し、各イネー

ブルスイッチング手段は第２の入力ノードおよび第２の出力ノードを有し、各前

記イネーブルスイッチング手段は、イネーブル信号に応答してその第２の入力ノ

ードをその第２の出力ノードに選択的に結合することが可能であり、各前記１対

１の対内の第１の出力ノードおよび第２の入力ノードは、結合点においてともに

接続されており、さらに

  各前記１対１の対に関連する独自の電圧保持手段を含み、各前記独自の電圧保

持手段は関連の１対１の対内の結合点と基準電圧入力との間に結合され、

  すべての前記第２の出力ノードは、前記領域と電気的に通信する、駆動回路。

    【請求項２】  各前記イネーブルスイッチング手段は、独自のイネーブル信

号に独立して応答する、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項３】  複数の前記イネーブルスイッチング手段は、第１のイネーブ

ルスイッチング手段および第２のイネーブルスイッチング手段を含み、前記第１

のイネーブルスイッチング手段はＮＭＯＳトランジスタであり、前記第２のイネ

ーブルスイッチング手段はＰＭＯＳトランジスタであり、前記イネーブル信号は

前記ＮＭＯＳおよびＰＭＯＳトランジスタの両方に結合され制御する、請求項１

に記載の駆動回路。

    【請求項４】  すべての前記第１の入力ノードは、ビデオ信号を受取るよう

ともに結合される、請求項３に記載の駆動回路。
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    【請求項５】  少なくとも２つの前記選択スイッチング手段の入力ノードは

、異なった入力ビデオ信号に結合される、請求項３に記載の駆動回路。

    【請求項６】  すべての前記第１の入力ノードは、ビデオ信号を受取るよう

ともに結合される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項７】  少なくとも前記２つの選択スイッチング手段の入力ノードは

、異なった入力ビデオ信号に結合される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項８】  すべての前記第２の出力ノードは、互いに、および前記領域

に対してのみ結合される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項９】  前記ビデオ信号は、予め定められた電圧範囲内で変化し、前

記基準電圧入力は、前記予め定められた電圧範囲の実質的に中間の値を有する、

請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１０】  前記領域は、前記イネーブルスイッチング手段の１つによ

って、前記独自の電圧保持手段の少なくとも１つに常に結合されるよう維持され

る、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１１】  いずれか所与の時間に、前記イネーブルスイッチング手段

の１つのみが起動される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１２】  前記電圧保持手段はキャパシタである、請求項１に記載の

駆動回路。

    【請求項１３】  前記選択スイッチング手段およびイネーブルスイッチング

手段は、トランジスタである、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１４】  前記トランジスタは、ＢＪＴトランジスタ、ＭＯＳトラン

ジスタ、およびＪＦＥＴトランジスタの１つである、請求項１３に記載の駆動回

路。

    【請求項１５】  同時にすべての前記イネーブルスイッチング手段が開放さ

れる、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１６】  １度に１つの前記選択スイッチング手段のみが閉鎖される

、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１７】  いずれか所与の時間に、前記１対１の対のうちの１つのみ

の選択スイッチング手段およびイネーブルスイッチング手段が閉鎖される、請求
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項１に記載の駆動回路。

    【請求項１８】  液晶ディスプレイに用いるための駆動回路であって、前記

駆動回路は、画素を規定する領域で前記液晶ディスプレイに結合され、前記画素

はピクセルキャパシタンスを有し、前記駆動回路は、

  第１の選択信号に応答する第１の選択手段を含み、前記第１の選択スイッチン

グ手段は第１の入力ノードおよび第１の出力ノードを有し、前記第１のスイッチ

ング手段は、前記第１の選択信号に応答して前記第１の入力ノードを前記第１の

出力ノードに、選択的に結合することが可能であり、さらに

  第２の選択信号に応答する第２の選択スイッチング手段を含み、前記第２の選

択スイッチング手段は、第２の入力ノードおよび第２の出力ノードを有し、前記

第２のスイッチング手段は、前記第２の選択信号に応答して、前記第２の入力ノ

ードを前記第２の出力ノードに選択的に結合することが可能であり、さらに

  第１のイネーブルスイッチング手段を含み、前記第１のイネーブルスイッチン

グ手段は第３の入力ノードおよび第３の出力ノードを有し、かつ第１の論理状態

と第２の論理状態との間で選択的に交代するデジタルイネーブル入力信号に応答

し、前記第１のイネーブルスイッチング手段は、前記第１の論理状態における前

記イネーブル信号に応答して、前記第３の入力ノードを前記第３の出力ノードに

選択的に結合することが可能であり、さらに

  第２のイネーブルスイッチング手段を含み、前記第２のイネーブルスイッチン

グ手段は第４の入力ノードおよび第４の出力ノードを有し、かつ前記イネーブル

入力信号に応答し、前記第２のイネーブルスイッチング手段は、前記第２の論理

状態における前記イネーブル信号に応答して、前記第４の入力ノードを前記第４

の出力ノードに結合することが可能であり、さらに

  第１の電圧保持手段および第２の電圧保持手段を含み、

  前記第１の入力ノードは前記第２の入力ノードに結合されてビデオ信号を受取

り、

  前記第１の出力ノードは前記第３の入力ノードに結合され、前記第１の電圧保

持手段は、前記第１の出力ノードと基準電圧ノードとの間に結合され、

  前記第２の出力ノードは前記第４の入力ノードに結合され、前記第２の電圧保
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持手段は、前記第２の出力ノードと前記基準電圧ノードとの間に結合され、

  前記第３の出力ノードおよび前記第４の出力ノードは前記領域に結合される、

駆動回路。

    【請求項１９】  前記第３および第４の出力ノードは、互いに、および前記

領域に対してのみ結合される、請求項１８に記載の駆動回路。

    【請求項２０】  前記ビデオ信号は、予め定められた電圧範囲内で変化し、

前記基準電圧ノードは、前記予め定められた電圧範囲の実質的に中間の値を有す

る、請求項１８に記載の駆動回路。

    【請求項２１】  前記第１および第２の電圧保持手段はキャパシタである、

請求項１８に記載の駆動回路。

    【請求項２２】  前記第１のイネーブルスイッチング手段はＮＭＯＳトラン

ジスタであり、前記第２のイネーブルスイッチング手段はＰＭＯＳトランジスタ

である、請求項１８に記載の駆動回路。

    【請求項２３】  １度に１つの前記第１および第２の選択スイッチング手段

のみが閉鎖される、請求項１８に記載の駆動回路。

    【請求項２４】  前記第１の選択スイッチング手段および前記第１のイネー

ブルスイッチング手段は、同時には閉鎖状態になり得ない、請求項１８に記載の

駆動回路。

    【請求項２５】  液晶ディスプレイであって、

  行および列のアレイのピクセル駆動回路を含み、前記駆動回路は、第１の選択

信号に応答して第１のビデオ信号を第１の保持手段に結合し、かつ第２の選択信

号に応答して第２のビデオ信号を第２の保持手段に結合することが可能であり、

各前記駆動回路はさらに、出力ノードを前記液晶ディスプレイの予め定められた

領域に結合され、各前記領域は画素を規定し、さらに

  前記第１の選択信号を生成するための第１の行デコーダと、

  前記第２の選択信号を生成するための第２の行デコーダと、

  前記駆動回路の少なくとも１つからの前記第１および第２の保持手段をそれぞ

れの出力ノードに選択的に結合するためのイネーブル制御入力とを含む、液晶デ

ィスプレイ。
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    【請求項２６】  各前記駆動回路は、入力ノードを列ラインに結合され、前

記第１の選択信号は、前記列ラインから前記第１のビデオ信号を、第１の行のそ

れぞれの駆動回路内の前記第１の保持手段にローディングすることが可能であり

、前記第２の選択信号はさらに、前記列ラインから前記第２のビデオ信号を、第

２の行のそれぞれの駆動回路内の前記第２の保持手段にローディングすることが

可能である、請求項２５に記載の液晶ディスプレイ。

    【請求項２７】  各前記第１の選択信号は、前記駆動回路内の第１の選択ス

イッチング手段を制御し、前記第１の選択スイッチング手段は、第１の列ライン

を前記第１の保持手段に結合することが可能であり、各前記第２の選択信号はさ

らに、前記駆動回路内の第２の選択スイッチング手段を制御し、前記第２の選択

スイッチング手段は、第２の列ラインを前記第２の保持手段に結合することが可

能である、請求項２５に記載の液晶ディスプレイ。

    【請求項２８】  前記第１の行デコーダが前記駆動回路の第１の行を選択す

る一方で、前記第２の行デコーダが同時に前記駆動回路の第２の行を選択するこ

とが可能である、請求項２５に記載の液晶ディスプレイ。

    【請求項２９】  前記第１の行デコーダおよび前記第２の行デコーダは、前

記駆動回路の同じ行を同時に選択することが可能である、請求項２５に記載の液

晶ディスプレイ。

    【請求項３０】  各前記画素はピクセルキャパシタンスを有する、請求項２

５に記載の液晶ディスプレイ。

    【請求項３１】  複数の前記イネーブル制御入力をさらに含み、各前記イネ

ーブル制御入力は、前記駆動回路の行のそれぞれを独立して制御することが可能

である、請求項２５に記載の液晶ディスプレイ。

    【請求項３２】  各前記駆動回路はさらに、その第１の保持手段をその出力

ノードに選択的に結合するための第１のスイッチング手段を有し、かつその第２

の保持手段をその出力ノードに選択的に結合するための第２のスイッチング手段

を有する、請求項２５に記載の液晶ディスプレイ。

    【請求項３３】  前記第１のスイッチング手段はＮＭＯＳ装置であり、前記

第２のスイッチング手段はＰＭＯＳ装置である、請求項３２に記載の液晶ディス
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プレイ。

    【請求項３４】  前記第１および第２のスイッチング手段は、別々のイネー

ブル制御入力に応答する、請求項３２に記載の液晶ディスプレイ。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

    【発明の分野】

  この発明はビデオディスプレイに関し、より特定的には、液晶ディスプレイに

用いる画素のための回路構造に関する。

【０００２】

    【背景技術】

  図１を参照すると、典型的な液晶ディスプレイは、画素１３すなわちピクセル

のアレイからなる。各画素は、列ライン１７を保持容量（storage capacitor）

１９に結合するための選択トランジスタ１５からなる。液晶２１は保持容量１９

と平行に配置される。

【０００３】

  当該技術分野において公知であるように、液晶２１に印加される電圧電位がそ

の反射率を規定する。その結果、電圧電位範囲は、液晶２１でグレイスケールに

変換される。こうして、アレイ１１におけるすべての画素１３に特定の電圧電位

を適切に与えることにより、画像が生成され得る。

【０００４】

  行選択ボックス２５は、特定の行内のすべての画素を起動するが、これはその

行内のすべての選択トランジスタ１５に結合される行ライン２７によって規定さ

れる。ビデオ信号ボックス２３は、所望の電圧電位を列ライン１７に印加する。

所望の電圧電位は、典型的には予め定められた電圧範囲内である。選択トランジ

スタ１５の起動は、列ライン１７の電圧電位をそれぞれの保持容量１９と液晶２

１との並列組合せに送る。一旦所望の電圧が送られると、選択トランジスタ１５

は非活性化される。保持容量１９と液晶２１との組合されたキャパシタンスは、

次の画像がローディングされるまで所望の電圧電位を保持する。

【０００５】

  これまで、図１の基本的なアーキテクチャのいくつかの展開例が提案されてき

た。図２を参照して、シールズの米国特許番号第４，８７０により詳しく開示さ

れる別の液晶アーキテクチャは、各液晶２１に印加される平均のＲＭＳ電圧電位
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を向上させることを試みる。図１のものと同様の図２のすべての構成要素は同様

の参照符号で識別され、上に説明されている。

【０００６】

  図２における各画素１３は、その現在の内容を表示する一方、同時に新しいデ

ータ画像を受けることが可能である。これは、保持容量１９と液晶２１との間に

挿入される付加的なスイッチである負荷トランジスタ２９によって行なわれる。

動作においては、選択トランジスタ１５および負荷トランジスタ２９は、電荷を

第１に列ライン１７から保持容量１９へ、次いで保持容量１９から液晶２１へ転

送するバケットブリゲードとして機能する。すなわち、選択トランジスタ１５は

動作の第１の段階の間に、第１に電圧電位を列ライン１７から保持容量１９へ転

送する。動作のこの段階の間、負荷トランジスタ２９はオフに保たれ、それによ

り保持容量１９を液晶２１から分離する。一旦新しいデータが保持容量１９にロ

ーディングされ、表示される準備ができたときに、選択トランジスタ１５がオフ

になり動作の第２の段階が開始する。このときに、負荷トランジスタ２９はオン

になり、保持容量１９を液晶２１に結合する。保持容量１９の電荷は、保持容量

１９と液晶２１との並列組合せをわたって再分散する。電荷の分散により液晶２

１をわたる新しい電圧電位が確立されると、負荷トランジスタ２９がオフになっ

て動作の第２の段階が終了する。負荷トランジスタ２９がオフになり、かつ液晶

２１がその現在の電圧電位を保持している一方、選択トランジスタ１５が起動さ

れて新しいデータを列ライン１７から保持容量１９に送ることができる。

【０００７】

  シールズは、アレイ１１に印加される平均ＲＭＳ電圧値を向上させるためには

、液晶２１に印加される基準電圧Ｖｔｐを制御し、かつ同時にアレイ１１内のす

べての画素１３を更新することが必要であると説明する。基準電圧Ｖｔｐはすべ

ての液晶２１の基準プレートに結合される。基準電圧Ｖｔｐを適切に一方の電圧

パワーレールから他方にシフトすることにより、アレイ１１をわたって印加され

る平均電圧の大きさを増大させることができる。

【０００８】

  このために、負荷トランジスタ２９はすべて、共通の同期信号３１によって制
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御される。負荷トランジスタ２９がオフになり、液晶２１がその現在の電圧電位

を保っている一方、保持容量１９は新しいデータを受取る。一旦すべてのアレイ

１１が新しいデータを受取ると、同期ライン３１が起動され、アレイ１１におけ

るすべての画素１３のすべての負荷トランジスタ２９が揃ってオンになる。こう

して、液晶２１のすべてのアレイ１１は同時に更新される。

【０００９】

  図３を参照すると、図２のものに類似する、別のアレイアーキテクチャが示さ

れる。図２のものと同様の図３のすべての構成要素は同じ参照符号によって識別

され、上に説明されている。図３のアーキテクチャはより詳しくウィリアムズ（

Williams）他の米国特許番号第５，６６６，１３０号に開示され、図２のものと

同じ譲受人に譲渡されている。図３の構造は、図２のものと同様の態様でピクセ

ル１３のアレイ１１全体を同時に更新する。

【００１０】

  しかしながら、図２の構造とは異なって、図３の構造は１つの画像を表示しな

がら別のものをストアすることはできない。ウィリアムズ他は、用いられるスク

リーン、すなわち液晶の、特定のタイプにピクセルの駆動回路を最適化しなけれ

ばならないと説明する。ウィリアムズ他は、駆動回路を数種類のスクリーンに対

して用い得るよう、用いられる液晶の種類から独立してピクセルの駆動回路を最

適化できることが有利であると記載する。

【００１１】

  これを達成するために、ウィリアムズ他の構造は、画素１３のアレイ１１が、

保持容量１９を液晶自体から分離したままで、それぞれの保持容量１９内に画像

を受信しかつストアすることを可能にする。この態様で、各画素１３のドライバ

回路は、画素、すなわち電圧電位を、用いられる液晶２１の種類に関わらず、そ

れぞれの保持容量１９にストアするよう最適化される。一旦画像がアレイの保持

容量１９にストアされると、保持容量１９はどのようなスクリーンの種類および

その内容にも結合される、すなわち、画像電圧はスクリーンの液晶２１に転送さ

れる。最適化された駆動回路が異なった種類の液晶でも同様に機能することを確

実にするために、ウィリアムズ他は、液晶２１および保持容量１９は新しい画像



(11) 特表２００３－５１４２５８

がローディングされる前に公知の基準接地条件にあるべきことを実証する。こう

して、現在の画像は第１に消去されなければならない、すなわち、アレイ１１は

接地されなければならず、その後新しい画像を受取ることができる。

【００１２】

  図３に示される画素１３は図２のものと同様であるが、負荷トランジスタ２９

と液晶２１との間に接地トランジスタ３１が追加されている。接地トランジスタ

３１は再開信号ＲｅＩｎｉｔに応答するが、これは保持容量１９および液晶２１

を新しい画像の受信に備えて接地する。

【００１３】

  保持容量１９および液晶２１が接地された後で、接地トランジスタ１５は非活

性化されて、画素１３は新しい電圧データを受取る準備ができる。行選択ボック

ス２５は、行の選択トランジスタ１５を起動することにより、一行の画素１３を

活性化させる。選択トランジスタ１５は次いで新しい電圧情報をビデオ信号ボッ

クス２３および列ライン１７から保持容量１９に転送する。一旦新しいデータが

保持容量１９に入れられると、負荷トランジスタ２９は保持容量１９を液晶２１

に結合する。接地トランジスタ３１はこの時間の間オフ状態に保たれる。液晶２

１が予め定められた期間の間画像を表示した後で、接地トランジスタ３１はオン

になる一方、負荷トランジスタ２９は起動されたままになる。これは、保持容量

１９および液晶２１を、次の画像のローディングに備えて、公知の接地状態に戻

す。

【００１４】

  ウィリアムズ他は、高冗長性をアレイ１１の駆動回路に組入れることにより、

彼らのアレイはより強固になり得ると記載する。図４を参照して、ウィリアムズ

他は従って２つの駆動回路を液晶２１ごとに並列に結合する。図３のものと同様

の図４のすべての構成要素には同じ参照符号が付与され、上に説明されている。

ウィリアムズ他の駆動回路は、同時に共通の行ライン２７に応答する２つの選択

トランジスタ１５ａおよび１５ｂと、同時に共通のロードライン３３に応答する

２つの負荷トランジスタ２９ａおよび２９ｂと、同じＲｅＩｎｉｔライン３５に

応答する２つの接地トランジスタ３１ａおよび３１ｂとを含む。しかしながら、
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各選択トランジスタ１５ａおよび１５ｂは、それぞれの保持容量１９ａおよび１

９ｂに充電する。ウィリアムズ他はこうして、保持容量１９ａおよび１９ｂの両

方が揃って働く、画素１３ごとの２つの保持容量１９ａおよび１９ｂを示す。も

し要素１５ａ、１９ａ、２９ａおよび３１ａによって識別される駆動回路の半分

に障害が起これば、冗長ドライバ回路、すなわち１５ａ、１９ｂ、２９ｂおよび

３１ｂにより、画素１３は続けて機能し得るであろう。

【００１５】

  この発明の目的は、液晶ディスプレイに用いるためのものであって、１つの画

像を表示しながら別のものを受信することができ、電圧電位を液晶ディスプレイ

に転送するときに最小限の劣化しか起こさない、画素を提供することである。

【００１６】

  この発明のさらなる目的は、より用途の広い構造を備えた液晶ディスプレイを

提供することである。

【００１７】

  この発明のさらなる別の目的は、アレイ内の画像情報を行ごとに更新すること

、およびアレイ内のすべての行を揃って同時に更新すること、の両方をサポート

する、液晶アレイを提供することである。

【００１８】

    【発明の要約】

  上述の目的は、独立して制御されるピクセルセル構造によって達成される。液

晶ディスプレイにおいて用いるためのピクセルセルは、その現在の内容を表示す

る一方、同時に新しい１組、または多数の組のデータで上書きされることができ

る特徴を有する。これを達成するために、各ピクセルは多数の保持容量への独立

したアクセスを有する。ピクセルセルが第１の保持容量の内容を表示している間

に、第２の保持容量の内容が更新され得る。ピクセルセルは次いでその第１の保

持容量からその第２の保持容量にスイッチする。これが次いで第２の保持容量の

内容を表示する一方、第１の保持容量の内容は更新されることができ、以下同様

である。

【００１９】
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  構造上、ピクセルは行と列とのアレイに構成される。２つの保持容量を備えた

ピクセルの場合、実現される実施例に依存して、各行は１つまたは２つのビット

ラインによって規定される。各行は、第１および第２のワードライン対および第

１および第２のイネーブルライン対によって規定される。各ワードライン対にお

ける第１および第２のワードラインの各々は、独立して制御され、かつ選択的に

ビットラインの内容をそれぞれのピクセルセル内の第１および第２の保持容量の

１つに転送する。同様に、第１および第２のイネーブルラインの各々は、第１お

よび第２の保持容量のそれぞれの内容を選択的にピクセルセルの出力反射パネル

、すなわちそれぞれの液晶に転送する。

【００２０】

  各ピクセルセルの第１および第２の保持容量は、それらの下部プレートを共通

の予め定められた電圧に結合される。各第１および第２の保持容量のトッププレ

ートは、それぞれのワード選択パス装置およびイネーブル選択パス装置に結合さ

れる。ワード選択パス装置は、ワードライン対内のそれぞれのワードラインに応

答し、ビットラインの内容を対応の保持容量に選択的に転送する。イネーブル選

択パス装置はイネーブルライン対内のそれぞれのイネーブルラインに応答し、そ

の対応の保持容量の内容をピクセルセルの出力反射パネルに転送する。各対にお

ける個々のワードラインおよびイネーブルラインは独立しているために、液晶は

それぞれのピクセルにおける保持容量のうちの１つに、常に結合される。

【００２１】

  制御におけるこの多様性のために、基本的な回路構造を変更することなくこの

発明の機能を展開することができる。第１の好ましい実施例においては、この発

明のピクセルセルは、第１の保持容量からの１組のデータを表示する一方で、第

２の保持容量が第２の組のデータを受けることができる。第２の好ましい実施例

においては、個々のワードラインおよびイネーブルラインを適切に操作すること

により、個々のピクセルが液晶をピクセルセルの２つの保持容量から分離し得る

。こうして、一旦データの第１の組が液晶に転送されると、ピクセルセル内の両

方の保持容量が液晶から切断され得る。これにより、第１の組のデータが表示さ

れている一方で、２つの保持容量は第２および第３の組のデータを受取ることが
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できる。その結果、ピクセルセルのアレイは現在の画像を表示する一方、次の２

つの画像をバッファすることができる。この態様で、各ピクセルの内容が変更さ

れ得る速度を上げることができる。こうして、表示されている現在の画像に影響

を与えることなく、次の画像の書込みを開始することが可能になる。

【００２２】

    【発明を実行するためのベストモード】

  図５を参照すると、この発明に従った液晶ディスプレイは、画素４３のアレイ

４１と、第１の行セレクタ４５と、第２の行セレクタ４７と、基準電圧生成器５

１と、好ましくは単一のビデオ信号生成器４９とを含む。画素４３はｎ行および

ｍ列に構成される。第１の行セレクタ４５は、Ｒ＿１，ＡからＲ＿ｎ，Ａの範囲

にわたる第１の組の行選択ラインによって、ｎ行のいずれかを独立して制御する

。同様に、第２の行セレクタ４７は、Ｒ＿１，ＢからＲ＿ｎ，Ｂの範囲にわたる

第２の組の行選択ラインによって、同じｎ行を独立して制御する。

【００２３】

  ビデオ信号生成器４９は、ｍ個のビデオ信号をＣＬ１からＣＬｍの範囲にわた

るｍ個の列ラインに出力する。ビデオ信号は好ましくは、０Ｖから、好ましくは

１６ＶであるＶｍａｘの範囲内である。画素４３の各列は、対応の列ライン，す

なわちＣＬ１によって選択される。選択された列内のすべての画素４３は、入力

ノード５２を対応の、共通の列ライン、すなわちＣＬ１に結合される。しかしな

がら、列ラインＣＬ１上のビデオ信号は、同じ列内のすべての画素４３によって

受入れられるわけではない。そうではなく、第１の行セレクタ４５または第２の

行セレクタ４７の１つからの行選択ラインによって活性化された画素４３のみが

ビデオ信号データをそれぞれの列ライン、ＣＬ１－ＣＬｍにラッチする。

【００２４】

  アレイ４１内の各行は、複数の独立した行セレクタ４５および４７のいずれか

１つによって選択され得る。好ましくは、２つのセレクタ４５、４７が同時に同

じ行を選択することはない。しかしながら、複数の行セレクタ４５、４７によっ

て、連続してならばいずれの行も選択され得る。たとえば、第１の実施例におい

ては第１の行セレクタ４５は、行選択ラインＲ＿１，Ａを活性化することにより
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アレイ４１内の第１の行を選択し、それによりビデオ信号生成器４９から画像情

報を画素４３にローディングする。この間には、他のセレクタ、すなわち第２の

行セレクタ４７のいずれも、第１の行にはアクセスしない。一旦第１の行セレク

タ４５が第１の行の使用を停止すると、別の行セレクタ、すなわち、第２の行セ

レクタ４７がその適切な行選択ライン、すなわちＲ＿１，Ｂを活性化させること

により第１の行の制御を得る。

【００２５】

  各画素４３は、液晶ＰＸＬおよび関連の駆動回路を含む。駆動回路は、ストア

されたビデオ信号をストア手段Ｃ１およびＣ２から液晶ＰＸＬに選択的に転送す

る。ストアされたビデオ信号は対応の列ラインＣＬ１－ＣＬｍから読出される。

好ましい実施例においては、画素４３は多数のビデオ信号をストアする一方で、

同時に別のものを表示し得る。これを達成するために、画素４３内の各駆動回路

は、多数の電圧保持装置を含む。実現化のベストモードにおいては、多数の電圧

保持装置は、第１の保持容量Ｃ１および第２の保持容量Ｃ２として実現される。

これにより、画素４３が１つの保持容量、すなわちＣ１の内容を表示する一方、

新しい画像情報を別の保持容量、すなわちＣ２にストアすることが可能になる。

付加的な保持容量を組入れることにより、同様に付加的な画像情報をストアする

ことが可能であることに留意されたい。

【００２６】

  各画素４３の入力ノード５２は、それぞれの対応の選択トランジスタＳ１およ

びＳ２によって保持容量Ｃ１およびＣ２の１つに選択的に結合される。各選択ト

ランジスタＳ１およびＳ２は対応の行選択ラインＲ＿１，ＡおよびＲ＿１，Ｂに

よって制御され、これらは対応の行セレクタ４５および４７によって制御される

。同様に、画素の保持容量Ｃ１およびＣ２は、それぞれ対応のイネーブルトラン

ジスタＥ１およびＥ２によってその液晶ＰＸＬに選択的に結合される。各イネー

ブルトランジスタＥ１およびＥ２は独立したイネーブル信号ＥＮ＿１，１および

ＥＮ＿２，１によって制御される。イネーブル信号ＥＮ＿１，１は、画素４３の

行内のすべての第１の保持容量Ｃ１の、各画素のそれぞれの液晶ＰＸＬへの結合

を制御する。同様に、イネーブル信号ＥＮ＿１，２は、画素４３の行内のすべて
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の第２の保持容量Ｃ２の、各画素のそれぞれの液晶ＰＸＬへの結合を制御する。

こうして、各行はイネーブル信号ＥＮ＿１，１／ＥＮ＿２，１の組に応答し、こ

れらは各画素４３内の別々のイネーブルトランジスタを独立して制御する。

【００２７】

  図５の好ましい実施例においては、アレイ４１はＥＮ＿１，１／ＥＮ＿２，１

からＥＮ＿１，ｎ／ＥＮ＿２，ｎの範囲にわたるそのようなイネーブル信号対の

ｎ組に応答する。しかしながらこの好ましい実施例においては、アレイ４１内の

すべての第１のイネーブルトランジスタＥ１は共通の第１のイネーブル信号によ

って制御され、すべての第２のイネーブルトランジスタＥ２は第２の共通のイネ

ーブル信号によって制御される。この態様で、アレイ４１の各セル４３内の第１

の保持容量Ｃ１および第２の保持容量Ｃ２の内容は、それぞれの液晶ＰＸＬに揃

って転送される。

【００２８】

  さらに、この好ましい実施例においては、いずれか所与の時間において１つの

行セレクタ４５または４７のみがアレイ４１を制御する。たとえば、第１の行セ

レクタ４５はアレイ４１の唯一の制御を獲得し、第１の画像をビデオ信号生成器

４９から、１度に１つの列ずつ、アレイ４１の全体に連続的にローディングさせ

る。第１の行セレクタ４５が第１の画像のローディングを完了すると、次いでこ

れはアレイ４１の制御を別の行セレクタ、すなわち４７に渡す。一旦第２の行セ

レクタ４７がアレイ４１の制御を得ると、これは第２の画像をアレイ４１のすべ

ての行に転送し得る。第２の行セレクタ４７がアレイ４１の制御を有している一

方で、アレイ４１内の各画素４３の第１のイネーブルトランジスタＳ１は活性状

態であり、第１の保持容量Ｃ１を液晶ＰＸＬに結合する一方、第２のイネーブル

トランジスタＳ２は非活性状態である。

【００２９】

  当該技術分野において公知であるように、液晶ＰＸＬに印加される電圧電位は

その反射率を変化させる。アレイの液晶ＰＸＬに適切に電圧電位を付与すること

により、画像が生成される。この実施例においては、ビデオ信号生成器４９は適

切な電圧電位を、列ラインＣＬ１－ＣＬｍに沿って所望の保持容量Ｃ１またはＣ
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２に供給する。好ましい実施例におけるビデオ信号が０Ｖから１６ＶのＶｍａｘ

の間で変化するために、これはもし下部プレートが接地されていれば保持容量Ｃ

１およびＣ２に高電圧ストレスをもたらすおそれがある。したがって、この好ま

しい実施例は保持容量Ｃ１およびＣ２の下部プレートを基準電圧生成器５１に接

続し、これは０Ｖ～Ｖｍａｘの中間の電圧電位を供給する。基準電圧生成器５１

は好ましくは、ビデオ信号生成器４９の両極端の電圧の揺れの半分の電圧電位を

供給する。ここでは、これは基準電圧生成器５１がアレイ４１内のすべての保持

容量の下部プレートにＶｍａｘ／２、または８Ｖを供給することを意味する。し

たがって、選択トランジスタＳ１およびＳ２は最低で０Ｖまたは最大で１６Ｖを

保持容量Ｃ１およびＣ２のトッププレートに転送し得るにも関わらず、保持容量

Ｃ１およびＣ２をわたる電圧降下は８Ｖ電圧の揺れ内に留まる。その結果、保持

容量Ｃ１およびＣ２はそうでなければ要求とされるものよりも小さくかつ高速に

なり得る。

【００３０】

  図６を参照すると、この発明の第２の実施例が示される。図５のものと同様の

すべての図６における構成要素には、同様の参照符号が付与され上に説明されて

いる。図６において、アレイ４１内のすべての画素４３は共通のイネーブル信号

ＥＮＢＬを共有し、これは保持容量Ｃ１およびＣ２の１つを液晶ＰＸＬに選択的

に結合する。これを達成するために、各画素４３内のイネーブルトランジスタＥ

およびＥ＿Ｂは、イネーブル信号ＥＮＢＬの論理状態とは反対に応答する。第１

のイネーブルトランジスタＥはＮＭＯＳトランジスタであり、第１の保持容量Ｃ

１を液晶ＰＸＬに結合することにより、信号ＥＮＢＬの論理ハイに応答し、Ｃ１

をＰＸＬから分離することにより、信号ＥＮＢＬの論理ローに応答する。逆に、

第２のイネーブルトランジスタＥ＿ＢはＰＭＯＳトランジスタであり、Ｃ２をＰ

ＸＬから分離することにより、ＥＮＢＬの論理ハイに応答し、第２の保持容量Ｃ

２をＰＸＬに結合することによりＥＮＢＬの論理ローに応答する。こうして、液

晶ＰＸＬはイネーブル信号ＥＮＢＬによって決定されるＣ１またはＣ２のいずれ

か１つに常に結合される。

【００３１】
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  図６の実施例は、図５の実施例の特別な展開例である。図６の第２の実施例に

おいては、行セレクタ４５および４７の１つのみが１度にアレイ４１を制御し得

る。たとえば、もし行セレクタ４５がアレイ４１へのアクセスを有していれば、

第１の行セレクタ４５が新しい画像をアレイ４１のすべてへ１度に１つの行ずつ

ローディングするのが終了するまで、第２の行セレクタ４７は待機しなければな

らない。上で説明したように、第１の行セレクタ４５は、１行の画素内の第１の

選択トランジスタＳ１を同時に起動させることにより、１行の画素４３の第１の

保持容量Ｃ１にアクセスする。第１の行セレクタ４５が画像データをアレイ４１

にローディングしている間に、イネーブル信号ＥＮＢＬは好ましくは論理ローで

あり、すべての画素の第１の保持容量Ｃ１をそれぞれの液晶ＰＸＬから分離する

。イネーブル信号ＥＮＢＬ上のローもまた、各画素の第２の保持容量Ｃ２をそれ

ぞれの液晶ＰＸＬに結合する効果を有する。こうして、各画素４３はその第２の

保持容量Ｃ２の内容を表示する一方で、新しい画像データをその第１の保持容量

Ｃ１に受ける。

【００３２】

  一旦第１の行セレクタ４５が、新しい画像のアレイ４１へのローディングを完

了し、新しい画像が表示される準備ができると、イネーブル信号ＥＮＢＬは論理

ローから論理ハイに切換えられる。これは第１のイネーブルスイッチＥを活性化

させ、第２のイネーブルスイッチＥ＿Ｂを非活性化させる。第１の保持容量Ｃ１

上の新しくローディングされた画像情報は、それによりそれぞれの液晶ＰＸＬに

表示のために結合される。同時に、第２の保持容量Ｃ２は液晶ＰＸＬから切断さ

れる。この時点で、第２の保持容量Ｃ２は新しいデータを受取る準備ができてお

り、第２の行セレクタ４７は４１の制御を得る。

【００３３】

  図７を参照すると、この発明の第３の実施例が示される。図５と同様の図７の

すべての構成要素は同様に符号が付与され、上に説明されている。図７の実施例

は複数のビデオ信号生成器４９Ａ／４９Ｂを示し、好ましくは各行セレクタ４５

および４７ごとにそれぞれ１つの信号生成器４９Ａ／４９Ｂを含む。各信号生成

器４９Ａおよび４９Ｂは、それぞれそれ自体の列ラインの組であるＣＬ１，Ａ－
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ＣＬｍ，ＡおよびＣＬ１，Ｂ－ＣＬｍ，Ｂを有し、それにより各々はアレイ４１

内の画素４３のいずれの列に対しても独立したアクセスを有する。こうして、各

画素４３は、それぞれ列ラインＣＬ１，Ａ／Ｃｌ，Ｂごとに、別々の入力ノード

５２Ａ／５２Ｂを含む。イネーブル信号の別々の組ＥＮ＿１，１／ＥＮ＿２，１

は独立して、図５の第１の実施例のものと同様の態様で、画素４３の各行のイネ

ーブルトランジスタＥ１およびＥ２を制御する。

【００３４】

  図７において、多数の行セレクタ４５および４７が、同時に、図５の第１の実

施例の場合と同様に、アレイ４１へのアクセスを有する。しかしながら、図５の

構造とは異なって、図７の構造は、複数の行セレクタ４５、４７が同時に画素４

３の同じ行へアクセスすることを許す一方、それらの保持容量Ｃ１およびＣ２へ

の独立したアドレッシングを維持する。たとえば、液晶ＰＸＬがその現在の画像

データを保持するのに十分なキャパシタンスを有し、かつ両方の保持容量Ｃ１お

よびＣ２に書込むことが所望であれば、両方のイネーブル信号ＥＮ＿１，１およ

びＥＮ＿２，１が論理ローに設定される。これはイネーブルトランジスタＥ１お

よびＥ２の両方を非活性化させ、Ｃ１およびＣ２の両方をそれぞれの液晶ＰＸＬ

から切断する。もし画素４３が第３の保持容量を含んでいれば、液晶ＰＸＬが第

３の保持容量に結合されている一方で、第１の保持容量Ｃ１および第２の保持容

量Ｃ２は新しいデータを受けることができることを理解されたい。

【００３５】

  Ｃ１が液晶ＰＸＬから分離されている一方、第１の行セレクタ４５は行ライン

Ｒ＿１，Ａを活性化させ、それにより第１の選択レジスタＳ１を活性化させる。

これは、第１のビデオ信号生成器４９Ａからの第１の列ラインＣＬ１，Ａを第１

の保持容量Ｃ１に結合させる。同様に、Ｃ２が液晶ＰＸＬから分離されている一

方、第２の行セレクタ４７は行ラインＲ＿１，Ｂを活性化させ、それにより第２

の選択トランジスタＳ２を活性化させる。これは第２のビデオ信号生成器４９Ｂ

からの第２の列ラインＣＬ１，Ｂを第２の保持容量Ｃ２に結合させる。保持容量

Ｃ１およびＣ２の両方が別々の行ラインＣＬ１，ＡおよびＣＬ１，Ｂのそれぞれ

に結合されるために、それらは両方新しいデータを同時に受取ることができる。
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【図面の簡単な説明】

    【図１】  典型的な液晶アレイ内の典型的な画素の構造の先行技術の図であ

る。

    【図２】  現在の画像が表示される一方、次の画像がローディングされるこ

とを可能にする、代替的な液晶アレイの先行技術の図である。

    【図３】  画素の駆動回路と画素の液晶ディスプレイとを別々に最適化する

ための、さらなる別の液晶アレイを示す先行技術の図である。

    【図４】  冗長性を液晶アレイに組入れた、図３の構造の付加的な実施例の

図である。

    【図５】  この発明の第１の実施例に従った、画素および液晶アレイの図で

ある。

    【図６】  この発明に従った、液晶アレイの第２の実施例の図である。

    【図７】  この発明の第３の実施例に従った、液晶アレイの図である。
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】
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【図７】
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【図８】



(29) 特表２００３－５１４２５８

【図９】
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【図１０】
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【図１１】
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【図１２】
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【手続補正書】特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書

【提出日】平成１３年１１月７日（２００１．１１．７）

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正の内容】

【特許請求の範囲】

    【請求項１】  複数の画素（４３）を有する液晶ディスプレイに用いるため

の駆動回路であって、前記駆動回路は前記画素の１つで前記液晶ディスプレイに

結合され、かつビデオ信号を受けるための手段（５２）を有し、前記画素はピク

セルキャパシタンスを有し、前記駆動回路は、

  複数の選択スイッチング手段（Ｓ１、Ｓ２）を含み、各前記選択スイッチング

手段は異なった選択信号（Ｒ１  Ａ、Ｒ  １Ｂ）に独立して応答し、各選択スイ

ッチング手段は、第１の入力ノードおよび第２の出力ノードを有し、各前記スイ

ッチング手段は、その異なった選択信号に応答してその第１の入力ノードをその

第１の出力ノードに選択的に結合することが可能であり、さらに

  複数のイネーブルスイッチング手段（Ｅ１、Ｅ２）を含み、各前記イネーブル

スイッチング手段は、前記選択スイッチング手段の異なった１つと１対１の対を

形成し、各イネーブルスイッチング手段は第２の入力ノードおよび第２の出力ノ

ードを有し、各前記イネーブルスイッチング手段は、イネーブル信号に応答して

その第２の入力ノードをその第２の出力ノードに選択的に結合することが可能で

あり、各前記１対１の対内の第１の出力ノードおよび第２の入力ノードは、結合

点においてともに接続され、さらに

  各前記１対１の対に関連する異なった電圧保持手段（Ｃ１、Ｃ２）を含み、各

前記異なった電圧保持手段は関連の１対１の対内の結合点と基準電圧入力との間

に結合され、

  すべての前記第２の出力ノードは、前記画素と電気的に通信する、駆動回路。

    【請求項２】  各前記イネーブルスイッチング手段は、異なったイネーブル
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信号に独立して応答する、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項３】  複数の前記イネーブルスイッチング手段は、第１のイネーブ

ルスイッチおよび第２のイネーブルスイッチを含み、前記第１のイネーブルスイ

ッチはＮＭＯＳトランジスタであり、前記第２のイネーブルスイッチはＰＭＯＳ

トランジスタであり、前記イネーブル信号は前記ＮＭＯＳおよびＰＭＯＳトラン

ジスタの両方に結合され制御する、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項４】  すべての前記第１の入力ノードは、ビデオ信号を受取るよう

ともに結合される、請求項３に記載の駆動回路。

    【請求項５】  少なくとも２つの前記選択スイッチング手段の入力ノードは

、異なった入力ビデオ信号に結合される、請求項３に記載の駆動回路。

    【請求項６】  すべての前記第１の入力ノードは、ビデオ信号を受取るよう

ともに結合される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項７】  少なくとも前記２つの選択スイッチング手段の入力ノードは

、異なった入力ビデオ信号に結合される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項８】  すべての前記第２の出力ノードは、互いに、および前記画素

に対してのみ結合される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項９】  前記ビデオ信号は、予め定められた電圧範囲内で変化し、前

記基準電圧入力は、前記予め定められた電圧範囲の実質的に中間の値を有する、

請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１０】  前記画素は、前記イネーブルスイッチング手段の１つによ

って、前記異なった電圧保持手段の少なくとも１つに常に結合されるよう維持さ

れる、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１１】  いずれか所与の時間に、前記イネーブルスイッチング手段

の１つのみが起動される、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１２】  前記電圧保持手段はキャパシタである、請求項１に記載の

駆動回路。

    【請求項１３】  前記選択スイッチング手段およびイネーブルスイッチング

手段は、トランジスタである、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１４】  前記トランジスタは、ＢＪＴトランジスタ、ＭＯＳトラン
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ジスタ、およびＪＦＥＴトランジスタの１つである、請求項１３に記載の駆動回

路。

    【請求項１５】  前記選択スイッチング手段およびイネーブルスイッチング

手段は、活性化された場合に結合接続を確立し、非活性化された場合に結合接続

を断続する、請求項１に記載の駆動回路。

    【請求項１６】  一度に前記選択スイッチング手段の１つのみが非活性化さ

れる、請求項１５に記載の駆動回路。

    【請求項１７】  いずれか所与の時間に、前記１対１の対のうちの１つのみ

がその選択スイッチング手段およびイネーブルスイッチング手段を非活性化させ

ることができる、請求項１５に記載の駆動回路。

    【請求項１８】  同時に、すべての前記イネーブルスイッチング手段が活性

化され得る、請求項１５に記載の駆動回路。

【手続補正２】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】００１５

【補正方法】変更

【補正の内容】

【００１５】

  リー（Lee）他の米国特許番号第５，９０３，２５０号は、アクティブマトリ

クス液晶ディスプレイを開示し、これはいくつかの列を駆動するための列入力多

重化駆動機構（column input multiplexing driving scheme）を備える。駆動回

路はいくつかのサンプルおよびホールド回路を含み、各々が、サンプリングスイ

ッチ、保持容量、およびホールドスイッチを含む２つ以上の分岐を有する。

  この発明の目的は、液晶ディスプレイに用いるためのものであって、１つの画

像を表示しながら別のものを受信することができ、電圧電位を液晶ディスプレイ

に転送するときに最小限の劣化しか起こさない、画素を提供することである。
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